	■　　1　対称な図形　（指導時期　４月〜５月・14時間）


	単元の目標


　対称性に着目して，図形を考察したり構成したりする活動を通して，「線対称な図形」，「点対称な図形」の意味や性質などを理解し，それぞれの図形を作図することができる。

 関 
・線対称，点対称な図形のもつ美しさに気づき，それを数理的にとらえようとする。


・線対称，点対称という観点で身のまわりにある形をとらえようとする。

 考 
・対称という視点で図形を分類したり，調べたりすることができる。


・線対称，点対称な図形の作図のしかたを，定義や性質をもとにして考えることができる。

 技 
線対称な図形や点対称な図形を分類したり，作図したりできる。

 知 
線対称な図形や点対称な図形の意味や性質，作図のしかたについて理解する。
	小単元
	時
	学習内容
	主な評価規準例

	１　対称な図形
（ eq \o\ac(●,教)p.6～9）
	1

2
	〔アプローチ〕
身のまわりの「整った形」を観察，比較することを通して図形の対称性に気づき，線対称，点対称を図形をみる観点としてとらえる。
	 関  図形を比較することを通して，図形の特徴をとらえ，共通点を見いだそうとしている。
 考  身のまわりの形や既習の多角形などについて，対称性に着目して考察している。

	
	
	・「線対称な図形」，「点対称な図形」の意味を理解し，図形を弁別する。

	 技  線対称な図形，点対称な図形について理解し，弁別することができる。
 知 「線対称」，「対称の軸」，「点対称」，「対称の中心」の用語とその意味を理解している。

	２　線対称な図形
（ eq \o\ac(●,教)p.10～12）
	3
	・線対称な図形の対応する点，辺，角を調べる。

	 関  線対称な図形において，対応する点，辺，角を見つけようとしている。
 知  線対称な図形において，対応する点，辺，角の意味や性質について理解している。

	
	4
	・対応する点と対称の軸との関係を調べ，線対称な図形の性質をまとめる。
	 技  対応する点を見つけることができる。
 知  線対称な図形の対応する２点を結ぶ直線は，対称の軸によって垂直に２等分されることを理解している。

	
	5
	・線対称な図形を作図する。

	 関  残りの半分の図形をかくために，線対称な図形の性質を用いようとしている。
 技  線対称な図形の性質を用いて，線対称な図形を作図することができる。

	練習１
（ eq \o\ac(●,教)p.13）
	6
	・基本的な学習内容に習熟し，それを活用する。

	 技  線対称な図形と点対称な図形を弁別することができる。また，線対称な図形について理解しており，それを活用して問題を解決することができる。

	３　点対称な図形
（ eq \o\ac(●,教)p.14～16）
	7
	・点対称な図形の対応する点，辺，角を調べる。

	 関  点対称な図形において，対応する点，辺，角を見つけようとしている。
 知  点対称な図形において，対応する点，辺，角の意味や性質について理解している。

	
	8
	・対応する点と対称の中心との関係を調べ，点対称な図形の性質をまとめる。

	 技  対応する点を見つけることができる。
 知  点対称な図形の対応する２点を結ぶ直線は，対称の中心を通り，対称の中心によって２等分されることを理解している。

	
	9
	・点対称な図形を作図する。

	 関  残りの半分の図形をかくために，点対称な図形の性質を用いようとしている。
 技  点対称な図形の性質を用いて，点対称な図形を作図することができる。

	練習２
（ eq \o\ac(●,教)p.17）
◇反対から見ても同じ数字
（ eq \o\ac(●,教)p.17）
	10
	・基本的な学習内容に習熟し，それを活用する。
◇電卓などで表示される数字の対称性に着目して，点対称について理解や興味を深める。
	 技  点対称な図形について理解しており，それを活用して問題を解決することができる。


	４　多角形と対称
（ eq \o\ac(●,教)p.18〜19）
	11
	・四角形を対称の観点から見なおす。

	 関  既習の四角形を対称という観点で見なおそうとしている。
 技  既習の四角形を対称という観点でとらえ，対称の軸や対称の中心をかき入れることができる。

	
	12
	・正多角形を対称の観点から見なおす。

	 考  正多角形を対称という観点で調べ，どの正多角形も線対称な図形であることや，正多角形が点対称な図形になる場合について説明している。
 技  正多角形に対称の軸や対称の中心をかき入れることができる。

	まとめの練習
（ eq \o\ac(●,教)p.20〜21）
◇対称な形をさがそう
（ eq \o\ac(●,教)p.21）
	13
	・基本的な学習内容を理解しているか確認し，それに習熟する。
◇身のまわりから対称な図形をさがす。
	 技  線対称な図形と点対称な図形を弁別したり，作図したりすることができる。
 知  線対称な図形や点対称な図形の性質を理解している。

	◇面積を２等分しよう
（ eq \o\ac(●,教)p.22）
	14
	◇対称軸ではない直線や折れ線で図形の面積を２等分する。

	 関  問題場面に関心をもち，対称の性質をふまえて，進んで問題を解決しようとしている。
 考  対称の性質と面積に関連して,2等分する線がどこを通るのか，筋道だてて考えている。


	■　　2　文字を使った式　（指導時期　５月・６時間）


	単元の目標


　未知数やともなって変わる量について，□や○，△などの記号の代わりにx，yなどの文字を用いて式に表し，問題解決に活用することができる。

 関 
簡潔に表すことができるなど，x，yなどの文字を用いて式に表すことのよさに気づき，用いようとする。

 考 
未知数やともなって変わる量を場面から見いだし，文字を使って立式し，活用することができる。

 技 
数量を表す言葉や□，△などの代わりに，x，yなどの文字を用いて式に表したり，x，yにあてはまる数を求めることができる。

 知 
数量を表す言葉や□，△などの代わりに，x，yなどの文字を用いて式に表せることを理解する。
	小単元
	時
	学習内容
	主な評価規準例

	1　文字xを使
った式
（ eq \o\ac(●,教)p.23〜26）

	1
	・未知数をxとして，問題場面を立式し，問題の解決に用いる。

	 関  未知数を□として式に表し，問題を解決しようとしている。
 考  未知数の求め方を考え，説明している。
 知  未知数を表す記号□の代わりにxという文字を使うことや，xの書き方を理解している。

	
	2
	・未知数をxとして問題場面を立式し，xの値の求め方を考える。
	 技  問題場面を，xを用いた式に表し，xの値を求めることができる。

	
	3
	・１量だけの数値がわかっている問題場面において，変数をxとして，問題場面を式に表すことができる。
	 技  変数をxとして，問題場面を式に表すことができる。
 知  xが変数として様々な数値をとって変わっていく場合があることを理解している。

	2　２つの文字x，yを使った式
（ eq \o\ac(●,教)p.27〜28）
	4
	・ともなって変わる２量をx，yとして，その関係を式に表し，問題の解決に用いる。

	 技  ともなって変わる２量の関係を，x，yを用いた式に表すことができる。
 知  ともなって変わる２量を，○，△の代わりにx，yという文字で表せることや，yの書き方を理解している。

	
	5
	・乗数と積がともなって変わる２量の場合について，２量の関係をx，yを用いた式に表す。
	 技  ともなって変わる２量の関係を，x，yを用いた式に表すことができる。


	まとめの練習
（ eq \o\ac(●,教)p.29）
	6
	・基本的な学習内容を理解しているか確認し，それに習熟する。

	 技  問題場面やともなって変わる２量の関係をx，yを用いた式に表し，問題を解決することができる。

	◆誕生日当てのひみつ
（ eq \o\ac(●,教)p.30）
	
	◆誕生日の日の数に，一定の計算処理をすると誕生日があてられることについて，その理由を文字を用いて考える。
	 考  誕生日をあてることができるわけを文字式を用いて考えている。


	
	
	
	

	復習１
（ eq \o\ac(●,教)p.31）
	1
	・復習問題に取り組み，既習事項の理解を確実にする。
	


	■　　3　分数のかけ算　（指導時期　５月〜６月・10時間）


	単元の目標


　乗数が整数や小数である場合の計算の考えをもとにして，乗数が分数である場合の乗法の意味について理解し，計算ができるようにする。

 関 
乗数が分数の乗法の意味を理解し，より進んだ数学的な考え方や処理のしかたを生みだそうとする意欲をもつ。

 考 
乗数が分数である場合の乗法の計算のしかたを，分数の性質や既習の計算をもとに考え，説明することができる。

 技 
乗数が分数である場合の計算ができる。

 知 
・分数の乗法の意味や計算のしかたを理解する。


・分数の場合でも，面積，体積を求める公式や計算のきまりが成り立つことを理解する。


・被乗数と積との大小関係について理解する。

	小単元
	時
	学習内容
	主な評価規準例

	1　分数をかける計算
（ eq \o\ac(●,教)p.32〜36）
	1
	・乗数が分数の場合でも乗法の式に表してよいことを理解する。

	 関  乗数が分数の場合にも乗法の意味を拡張してとらえ，既習の乗法に関連づけて立式しようとしている。
 考  分数をかける意味を，数直線図や乗数が整数の場合からの類推により考えている。
 知  分数をかけることの意味や乗数が分数のときの立式を理解している。

	
	2
	・分数×分数の計算のしかたを考える。

	 考  分数に分数をかける計算のしかたを計算のきまりなどをもとに考えている。
 技  分数×分数の計算ができる。
 知  分数×分数の計算原理，方法を理解している。

	
	3
	・分数×分数で，計算の途中で約分ができるときの計算のしかたを理解する。
	 考  分数×整数のときの約分のしかたをもとに，分数×分数のときも途中で約分することを考えている。

	
	4
	・整数×分数の計算を分数×分数にしても計算できることを理解する。また，3口の分数の乗法の計算のしかたを理解する。

	 考  ３口の乗法の計算のしかたを説明している。
 技  ３口の乗法の計算ができる。
 知  整数×分数も分数×分数の形に統合できることを理解している。

	練習
（ eq \o\ac(●,教)p.37）
	5
	・基本的な学習内容に習熟し，それを活用する。
	 技  分数の乗法の計算ができ，それを活用して問題を解決することができる。


	◇分数のかけ算をつくろう
（ eq \o\ac(●,教)p.37）
	
	◇１～６までの数字カードを使って，分数の乗法の等式をつくる。
	

	2　面積・体積の公式と分数
（ eq \o\ac(●,教)p.38〜39）
	6
	・辺の長さが分数の場合にも，面積や体積の求積公式が適用できることを理解する。

	 関  辺の長さが分数の場合でも，面積や体積の求積公式が適用できるかどうか進んで調べようとしている。
 知  辺の長さが分数の場合でも，面積や体積の求積公式が適用できることを理解している。

	
	7
	・帯分数の乗法の計算のしかたを考える。

	 考  帯分数の乗法の計算のしかたを，面積図を根拠に考え，説明している。
 技  帯分数の乗法の計算ができる。

	3　積の大きさ
（ eq \o\ac(●,教)p.40）
	8
	・乗数の大きさから積と被乗数の大小関係を判断する。

	 考  乗数が１より大きい場合や小さい場合の積を求めたり，それらを表した数直線図をもとにしたりして，積と被乗数との大小関係を考えている。
 知  乗数の大きさから，積と被乗数の大小関係が判断できることを理解している。

	4　計算のきまり
（ eq \o\ac(●,教)p.41）
	9
	・分数の場合にも，乗法の計算法則が成り立つことの理解を深める。

	 技  分数の計算についても，乗法の交換法則，結合法則や分配法則を活用し，工夫して計算することができる。
 知  分数の場合にも，乗法の交換法則，結合法則や分配法則が成り立つことを理解している。

	まとめの練習
（ eq \o\ac(●,教)p.42〜43）
	10
	・基本的な学習内容を理解しているか確認し，それに習熟する。

	 技  分数の乗法の計算ができ，それを活用して問題を解決することができる。また，乗法の計算法則を計算の工夫に用いることができる。
 知  乗数の大きさから，積と被乗数の大小関係が判断できることを理解している。

	◆かけてもひいても
（ eq \o\ac(●,教)p.43）
	
	◆○×△＝○―△の等式にあてはまる数を考える。
	 考  ○×△＝○−△にあてはまる数をいろいろと見つけ，きまりを見いだしている。


	■　　4　分数のわり算　（指導時期　６月・12時間）


	単元の目標


　除数が整数や小数の計算の考えをもとにして，除数が分数である場合の除法の意味について理解し，計算ができるようにする。また，整数，小数，分数の混じった乗除の計算ができるようにする。さらに，分数倍と関連づけながら乗除の相互関係の理解を深める。

 関 
除数が分数の除法の意味を理解し，より進んだ数学的な考え方や処理のしかたを生みだそうとする意欲をもつ。

 考 
除数が分数の除法の計算のしかたを，分数の性質や既習の計算をもとに考え，説明することができる。

 技 
分数でわる計算や分数と小数・整数の混じった計算ができる。また，分数倍を使った問題を解くことができる。

 知 
・分数の除法の意味や計算のしかたを理解する。


・被除数と商との大小関係を理解する。

	小単元
	時
	学習内容
	主な評価規準例


	1　分数でわる計算
（ eq \o\ac(●,教)p.44〜50）
	1
	・除数が分数の場合でも除法の式に表してよいことを理解する。

	 関  除数が分数の場合にも除法の意味を拡張してとらえ，既習の除法に関連づけて立式しようとしている。
 考  分数でわる意味を，数直線図や除数が整数の場合からの類推により考えている。
 知  分数でわることの意味や，除数が分数のときの立式を理解している。

	
	2
	・分数÷分数の計算のしかたを考える。

	 考  分数を分数でわる計算のしかたを分数の意味などをもとに考えている。
 技  分数÷分数の計算ができる。
 知  分数÷分数の計算原理，方法を理解している。

	
	3
	・逆数を用いた分数の除法の計算のしかたを考える。

	 考  分数の除法は，除数を１にすればよいことを見いだし，計算のしかたを説明している。
 知 「逆数」の用語とその意味を理解している。



	
	4
	・小数の逆数の求め方や，分数÷分数の計算で途中で約分ができるときの計算のしかたを理解する。
	 考  分数の乗法のときの約分のしかたをもとに，分数÷分数のときも途中で約分することを考えている。
 技  小数の逆数を求めることができる。

	
	5
	・整数÷分数や帯分数の除法の計算のしかたを理解する。

	 技  帯分数の除法の計算ができる。
 知  整数÷分数も，分数÷分数に統合できることを理解している。

	練習
（ eq \o\ac(●,教)p.51）
	6
	・基本的な学習内容に習熟し，それを活用する。

	 技  分数の除法の計算ができ，それを活用して問題を解決することができる。

	2　商の大きさ
（ eq \o\ac(●,教)p.52）
	7
	・除数の大きさから商と被除数の大小関係を判断する。

	 考  除数が１より大きい場合や小さい場合の商を求めたり，それらを表した数直線図をもとにしたりして，商と被除数との大小関係を考えている。
 知  除数の大きさから，商と被除数の大小関係が判断できることを理解している。

	3　整数，小数，分数の計算
（ eq \o\ac(●,教)p.53）
	8
	・整数，小数，分数の混じった計算のしかたを理解する。

	 技  整数，小数，分数の混じった計算ができる。
 知  整数，小数，分数の混じった計算のしかたを理解している。

	4　分数倍とかけ算，わり算
（ eq \o\ac(●,教)p.54〜56）
	9
	・分数倍にあたる大きさを求める問題も，分数の乗法を適用して考える。

	 考  分数倍にあたる大きさを求めるときに，分数の乗法が適用されることを整数や小数の場合から発展的に考えている。
 知  分数倍にあたる大きさを求めるときに，分数の乗法が適用されることを理解している。

	
	10
	・何倍かを求める問題も，分数の除法を適用して考える。

	 考  何倍かを求めるときに分数の除法が適用されることを，整数や小数の場合から発展的に考えている。
 知  何倍かを求めるときに分数の除法が適用されることを理解している。

	
	11
	・１とみる大きさを求める問題も，分数の除法を適用して考える。

	 考  １とみる大きさを求めるときに分数の除法が適用されることを，整数や小数の場合から発展的に考えている。
 知  １とみる大きさを求めるときに分数の除法が適用されることを理解している。

	まとめの練習
（ eq \o\ac(●,教)p.57）
	12
	・基本的な学習内容を理解しているか確認する。

	 技  分数の除法の計算，分数，小数，整数が混じった計算ができ，それを活用して問題を解決することができる。
 知  積と被乗数，商と被除数の大小関係や，分数倍と乗法，除法の関係を理解している。

	
	
	
	

	◇（どんな計算するのかな）問題に合う図や式を選ぼう
（ eq \o\ac(●,教)p.58〜59）
	1
	◇問題と数直線図，式の相互関係を考える。

	 考  問題場面を数直線図に表すことで，立式について考えることができる。
 技  問題場面を数直線図に表し，立式することができる。


	■　　5　円の面積　（指導時期　７月・６時間）


	単元の目標


　既習の図形に帰着して円の面積の見積もり方や求め方を考え，円の求積公式を導いて面積を求めることができる。

 関 
・円の面積は，その円の半径を１辺とする正方形の面積の何倍になっているかを進んで調べようとする。


・円の中に正多角形をかいたり，円を分割して平行四辺形の形に並べたりして円の面積を求める公式をつくりだそうとする。

 考 
円の中に正多角形をかいたり，円を分割して平行四辺形の形に並べたりして，円の面積を求める公式を演繹的に導きだす。

 技 
円の求積公式を用いて，面積を求めることができる。

 知 
円の中の正多角形の辺の数を増やしていくと円に近づくことや，円を細かく等分して並べ替えると平行四辺形に近づくことを理解し，そのことから円の求積公式ができることを理解する。
	小単元
	時
	学習内容
	主な評価規準例

	1　円の面積の見積もり
（ eq \o\ac(●,教)p.60〜62）
	1
	〔アプローチ〕
直径と円周の関係から，円の面積がどんな内容と関連しているのか考える。
	 関  直径と円周の関係をもとに円の面積が何と関係しているのか，考えたり調べたりしようとしている。
 考  円に内接する正方形や外接する正方形に着目して，円の面積を見積もっている。

	
	
	・円に内接する正方形や外接する正方形から円の面積を見積もる。
	

	
	2
	・円の面積を方眼紙を用いて概測することにより，円の面積はその半径を１辺とする正方形の面積の約3.1倍になっていることを導きだす。

	 技  方眼を利用して，円のおよその面積を求めることができる。
 知  方眼を利用した円のおよその面積の求め方を理解している。

	2　円の面積を求める公式
（ eq \o\ac(●,教)p.63〜67）
	3
	・内接する正多角形の面積を求めることから，円の求積公式である半径×半径×円周率を導きだす。

	 関  円の中に正多角形をかき，求積公式をつくりだそうとしている。
 考  円に内接する正多角形の辺の数を増やすと円に近づくことに気づき，その面積を求める方法から，円の求積公式が導かれることを筋道だてて説明している。
 知  円の求積公式を理解している。

	
	4
	・円を分割し，平行四辺形に等積変形することから，円の求積公式である半径×半径×円周率を導きだす。

	 関  円を分割して平行四辺形に並べ，円の求積公式をつくりだそうとしている。
 考  円を分割し平行四辺形に等積変形する方法から，円の求積公式が導かれることを筋道だてて説明している。
 知  円の求積公式を理解している。

	
	5
	・円の求積公式を適用する。
	 関  円の面積の公式のいろいろなつくり方に興味・関心をもち，進んで考えようとしている。
 技  円の求積公式を用いて，面積を求めることができる。
 知  円の求積公式とその適用のしかたを理解している。

	◇円の面積の公式づくり
（ eq \o\ac(●,教)p.67）
	
	◇ひもを巻いて作った円を切り開き，二等辺三角形に変形することで，円の面積の公式を導く。
	

	まとめの練習
（ eq \o\ac(●,教)p.68）
	6
	・基本的な学習内容を理解しているか確認し，それに習熟する。

	 技  円の求積公式を用いて，面積を求めることができる。
 知  円の求積公式の導き方を理解している。

	
	
	
	

	復習2

（ eq \o\ac(●,教)p.69）
	1
	・復習問題に取り組み，既習事項の理解を確実にする。

	


	■　　6　速さ　（指導時期　９月・６時間）


	単元の目標


　「速さ」の意味や表し方を理解し，速さの意味をもとにして道のりや時間を求め，それぞれを求める式を導くことができる。

 関 
速さを，道のりと時間の２つの量を用いて比べたり，表したりしようとする。

 考 
・速さを比べるのに，時間を一定にしたり，道のりを一定にしたりして考える。


・速さの意味や数直線図をもとにして，道のりや時間を求める式を筋道だてて考える。

 技 
速さや道のりや時間を計算で求めることができる。

 知 
・速さの意味や表し方，「時速」，「分速」，「秒速」の用語とそれらの意味がわかる。


・速さ，道のり，時間の求め方がわかる。
	小単元
	時
	学習内容
	主な評価規準例

	1　速さ
（ eq \o\ac(●,教)p.70〜76）
	1
	〔アプローチ〕
乗り物や風などの速さを見て，「速さ」について興味・関心を高める。
	 関  速さを道のりと時間の２つの量を用いて比べたり，表したりできないかと考えている。
 考  速さを比べるのに，時間を一定にしたり，道のりを一定にしたりして考えている。
 知  速さは単位量あたりの大きさを用いると比べられることや，速さは道のり÷時間で求められることを理解している。

	
	
	・速さ比べを通して，「速さ」の意味や表し方，速さを求める式を理解する。
	

	
	2
	・速さを求める式を適用して速さを比べ，「時速」，「分速」，「秒速」の用語とその意味や用い方を理解する。

	 技  道のりと時間から速さを求めたり，時速，分速，秒速を相互に変換したりすることができる。
 知 「時速」，「分速」，「秒速」の用語とそれらの意味や求め方を理解している。

	
	3
	・数直線図や速さの意味をもとにして道のりを求め，道のりを求める式を導く。

	 考  数直線図や速さの意味などをもとにして，道のりを求める式を筋道だてて考えている。
 技  速さと時間から道のりを求めることができる。
 知  道のりは，速さ×時間で求められることを理解している。

	
	4
	・数直線図や道のりを求める式をもとにして時間を求め，時間を求める式を導く。

	 考  数直線図や道のりを求める式をもとにして，時間を求める式を筋道だてて考えている。
 技  速さと道のりから時間を求めることができる。
 知  時間は，道のり÷速さで求められることを理解している。

	
	5
	・分で表された時間と時速から道のりを求めるような，単位がそろっていない場合の問題を考える。

	 技  時速と分速の関係を使って時速を分速になおすなどして，道のりを求めることができる。
 知  時速と時間（分単位）とから，道のりを求める方法を理解している。

	まとめの練習
（ eq \o\ac(●,教)p.77）
	6
	・基本的な学習内容を理解しているか確認し，それに習熟する。

	 技  速さや道のり，時間を求めることができ，それを活用して問題を解決することができる。


	■　　7　角柱と円柱の体積　（指導時期　９月・５時間）


	単元の目標


　角柱や円柱の体積の求め方を理解し，それらの体積を計算で求めることができるようにし，図形に対する理解を深める。

 関 
角柱や円柱の体積に関心をもち，それらの体積の求め方を考え，公式としてまとめようとする。

 考 
角柱や円柱の体積を既習の立体に帰着させて求めたり，底面の面積をもとにすれば求められると考えて公式を導きだしたりする。

 技 
角柱や円柱の体積について，公式を用いて求めることができる。

 知 
角柱や円柱の体積を求める式は，「底面積×高さ」に統合できることを理解する。
	小単元
	時
	学習内容
	主な評価規準例

	1　角柱と円柱の体積
（ eq \o\ac(●,教)p.78〜82）
	1
	・直方体や立方体の体積の求め方を見なおし，求積公式が「底面積×高さ」と表せることを理解する。
	 知 「底面積」の用語とその意味を理解している。また，直方体や立方体の求積公式が「底面積×高さ」と表せることを理解している。

	
	2
	・四角柱の体積も「底面積×高さ」で求められることを理解し，それを用いて体積を求める。
	 考  四角柱の体積を既習の図形になおして求め，その式を「底面積×高さ」の式と比較することを通して，四角柱の体積も「底面積×高さ」で求められると統合している。

	
	3
	・三角柱の体積も「底面積×高さ」で求められることを理解し，角柱の体積は「底面積×高さ」で求められることをまとめる。

	 技 「底面積×高さ」の式を用いて，角柱の体積を求めることができる。
 知  角柱の体積は「底面積×高さ」で求められることを理解している。

	
	4
	・円柱の体積も「底面積×高さ」で求められることを理解する。また，「角柱，円柱の体積＝底面積×高さ」と統合できることを理解し，公式を用いて円柱の体積を求める。
	 技  公式を用いて，円柱の体積を求めることができる。
 知  円柱の体積も「底面積×高さ」で求められることや，角柱と円柱の体積の求め方が統合できることを理解している。

	まとめの練習
（ eq \o\ac(●,教)p.83）
	5
	・基本的な学習内容を理解しているか確認し，それに習熟する。

	 技  公式を用いて，角柱や円柱の体積を求めたり，体積から底面積や高さを求めたりすることができる。


	■　　8　場合の数　（指導時期　９月・６時間）


	単元の目標


　「並べ方」や「組み合わせ方」について，全部で何通りあるかを図や表などを用いて求めることができる。

 関 
「並べ方」や「組み合わせ方」の総数について興味・関心をもち，進んで調べようとする意欲をもつ。

 考 

「並べ方」や「組み合わせ方」の総数の求め方について，図や表を使った方法を考えたり，落ちや重なりがないように順序よく考えたりすることができる。

 技 
「並べ方」や「組み合わせ方」の総数を，図や表などを使って求めることができる。

 知 
「並べ方」や「組み合わせ方」の総数について，図や表などを用いた求め方を理解する。

	小単元
	時
	学習内容
	主な評価規準例

	1　ならべ方
（ eq \o\ac(●,教)p.84〜88）
	1

2
	〔アプローチ〕
３つのものを並べるときの並べ方について調べる。
	 関  乗る順番のいろいろな場合について考えようとしている。
 考  並べ方が全部で何通りあるかを，図や表などを用いて考えたり，友達の考えを図から読み取ったりすることができる。
 技  並べ方が何通りあるかを，落ちや重なりがなく求めることができる。
 知  並べ方が何通りあるかを落ちや重なりがなく求める方法を理解している。

	
	
	・４つのものを順番に並べるとき，並べ方は全部で何通りあるかの求め方を考える。
	

	
	3
	・コインを何回か投げたときの表と裏の出方が全部で何通りあるかの求め方を考える。
	 技  コインを３回投げたときの表と裏の出方を，図を使って求めることができる。
 知  並べ方が全部で何通りあるかの求め方を理解している。

	2　組み合わせ方
（ eq \o\ac(●,教)p.89〜90）
	4
	・いくつかのもののなかから順番に関係なく２つを選んだときの組み合わせが，全部で何通りあるかの求め方を考える。

	 考  いくつかのもののなかから順番に関係なく２つを選んだときの組み合わせ方の総数について，図や表などを用いて考えている。
 技  組み合わせ方の総数の求め方を理解し，求めることができる。

	まとめの練習
（ eq \o\ac(●,教)p.91）
	5
	・基本的な学習内容を理解しているか確認し，それに習熟する。

	 考  並べ方か組み合わせ方か，どちらを求める問題かを判断し，図などを用いながら考えている。
 技  並べ方や組み合わせ方の総数を，図や表を用いて求めることができる。
 知  並べ方や組み合わせ方の総数の求め方を理解している。

	◇リーグ戦とトーナメント戦
（ eq \o\ac(●,教)p.92）
	6
	◇トーナメント戦方式の総試合数の求め方を，図や表などを用いて考える。

	 考  トーナメント戦方式における総試合数の求め方を，図や表などを用いて考えている。
 知  数チームでの優勝の決め方にはリーグ戦方式とトーナメント戦方式があることを理解している。


	■　　9　比　（指導時期　10月・８時間）


	単元の目標


　比の意味や性質について理解し，比を用いて数量の関係を考察することができるようにする。

 関 
比の意味を理解し，比を用いて数量の関係を考察したり，表現したりする意欲をもつ。

 考 
比の考え方を具体的な事象に適用し，問題を解決したり，解決方法を説明したりすることができる。

 技 
・２つの数量の関係を比で表したり，等しい比をつくったり，比を簡単にしたりすることができる。

　　
・比を用いたいろいろな問題を解決することができる。

 知 
比の意味や表し方を理解するとともに，比の値，等しい比，比の性質，比を簡単にするなどの意味や求め方を理解する。

	小単元
	時
	学習内容
	主な評価規準例

	1　比の表し方
（ eq \o\ac(●,教)p.93〜95）
	1
	〔アプローチ〕
２つの数量で表された割合をとらえ，同じ割合になる２つの数量の組み合わせを考えることを通して，新しい割合の表し方に対する興味・関心を高める。
	 関  ２つの数量の割合を比で表すよさを理解し，進んで比を用いて考えようとしている。
 考  １とみる大きさを変えることで，同じ割合を様々な比で表せることを説明している。
 知  「比」の用語とその意味や表し方を理解している。

	
	
	・「比」の用語とその意味を知り，２つの数量の割合はそのまま比で表せることを理解する。また，何を１とみるかによって，いろいろな比の表し方ができることを理解する。
	

	2　等しい比
（ eq \o\ac(●,教)p.96〜98）
	2
	・比の値の意味と求め方を知る。また，比の値を求めて等しい比を見つける。
	 技  比の値を求めて，等しい比を見つけることができる。
 知 「等しい比」，「比の値」の用語とその意味や表し方を理解している。

	
	3
	・比の性質を理解し，等しい比をつくったり，比を簡単にしたりする。
	 考  a：bのaとbに同じ数をかけても，同じ数でわっても比は等しいことを説明している。
 技  等しい比をつくったり，比を簡単にしたりすることができる。

	
	4
	・小数や分数で表された比を簡単な整数の比になおす。

	 技  比の性質を使って，小数や分数で表された比を，簡単な整数の比になおすことができる。

	3　比を使ってみよう
（ eq \o\ac(●,教)p.99〜100）
	5
	・２つの数量の比とその一方の量を知り他方の量を求める方法を考える。

	 考  比の性質や比の値の考え方をもとにして，未知の数量の求め方を考え，説明している。
 技  ２つの数量の比とその一方の量から，計算で他方の量を求めることができる。

	
	6
	・ある量を示された比に分ける（比例配分する）方法を考える。

	 考  xを使った式や線分図を活用し，比例配分の考え方を説明している。
 技  比例配分の場面を線分図に表し，問題を解決することができる。

	まとめの練習
（ eq \o\ac(●,教)p.101）
	7
	・基本的な学習内容を理解しているか確認し，それに習熟する。

	 技  比の意味や性質を理解し，それを活用して問題を解決することができる。
 知  比の意味，表し方や性質を理解している。

	◇いろいろな比
（ eq \o\ac(●,教)p.102）
	8
	◇身のまわりの比をさがしたり，３つの数で表される比があることを知る。また，エジプトの縄張り師のエピソードを知り，比についての興味・関心を高める。
	 関  日常生活のなかで使われている比に関心をもち，進んで活用されている場面をさがそうとしている。
 知  ３つの数で表される比の意味や用い方を理解している。

	
	
	
	

	復習３
（ eq \o\ac(●,教)p.103）
	1
	・復習問題に取り組み，既習事項の理解を確実にする。

	


	■　　10　拡大図と縮図　（指導時期　10月〜11月・９時間）


	単元の目標


　拡大図や縮図の概念や性質について理解し，図形の理解を深めることができるようにする。

 関 
身のまわりの拡大図や縮図に興味・関心をもち，それらについて積極的に調べようとする。

 考 
対応する辺や角について調べ，拡大図や縮図になるかどうかを説明したり，拡大図・縮図のかき方を考えたりすることができる。

 技 
拡大図や縮図を正しく作図したり，縮図を利用して実際の長さや測定困難な場所の長さを求めたりすることができる。

 知 
「拡大図」や「縮図」の用語とその意味，「縮尺」の用語とその意味や表し方を理解する。

	小単元
	時
	学習内容
	主な評価規準例

	1　拡大図と縮図
（ eq \o\ac(●,教)p.104〜107）
	1
	〔アプローチ〕
引き伸ばされた写真を見て，拡大図・縮図についての学習の見通しをもつ。
	 関  身のまわりにある拡大図や縮図に興味・関心をもち，それらの図形について積極的に調べようとしている。
 考  拡大，縮小の関係にある図形について対応する辺の長さを調べ，それぞれの比が全て等しいことを説明している。

	
	
	・対応する辺の長さと角の大きさを調べる活動を通して，拡大図と縮図の概念を理解する。
	

	
	2
	・対応する全ての辺の長さの比と
角の大きさが等しいときのみ，
拡大図・縮図になることを確
かめ，「拡大図・縮図」の意味
を理解する。
	 考  辺の長さの比，角の大きさのどちら
かが等しくないときは拡大図・縮図
にならないことを説明している。
 知 「拡大図」，「縮図」の用語とその意
味を理解している。

	2　拡大図と縮図のかき方
（ eq \o\ac(●,教)p.108〜111）
	3
	・方眼を使って三角形の拡大図や縮図をかく。

	 関  方眼を使った拡大図や縮図のかき方に興味・関心をもち，積極的に問題に取り組もうとしている。
 技  方眼を活用して，拡大図・縮図を作図することができる。

	
	4
	・辺の長さや角の大きさを測定し，方眼を使わずに，３つの方法で
三角形の拡大図や縮図をかく
方法を考える。
	 考  合同な三角形のかき方を想起し，
測定した結果をもとにして，三角形
の拡大図をかく方法を考えている。


	
	5
	・相似の中心を利用して拡大図と
縮図をかく。
	 技  相似の中心を利用して，拡大図と縮図をかくことができる。

	3　拡大図・縮図の利用
（ eq \o\ac(●,教)p.112〜114）
	6
	・縮尺の意味と表し方を理解し，縮図から実際の長さを求める。
	 考  縮図を利用して，実際の長さを求めることができる。
 技 「縮尺」の用語と意味や表し方，縮図上の長さと実際の長さとの関係を理解している。

	◇身のまわりの拡大図や縮図
（ eq \o\ac(●,教)p.113）
	
	◇身のまわりにあるものから，拡大図や縮図の関係になっているものを探す。
	

	
	7
	・実際に測定することが困難な場所の長さを縮図を使って求める。

	 考  測定することが困難な場所の長さを求めるときに，三角形の縮図が活用できることを説明している。
 技  縮図を利用して，実際に測定することが困難な場所の長さを，計算で求めることができる。

	まとめの練習
（ eq \o\ac(●,教)p.115〜116）
	8
	・基本的な学習内容を理解しているか確認し，それに習熟する。

	 技  拡大図・縮図を弁別したり，作図したりすることができる。また，縮図から実際の長さを求めることができる。
 知  拡大図・縮図の意味，縮尺の意味や表し方を理解している。

	◇（生活のなかの算数）トラックの縮図をかこう
（ eq \o\ac(●,教)p.117）
	9
	◇校庭のトラックの長さを調べて縮図をかき，セパレートコースのスタート位置について考える。

	 考  トラックを直線と半円を組み合わせた図形とし，縮図をかくために，どの部分の長さをはかればよいか考えている。
 技  身近なものを測定し，縮図に表すことができる。


	■　　11　比例と反比例　（指導時期　11月〜12月・13時間）


	単元の目標


　ともなって変わる2つの数量の関係について理解し，表，式，グラフに表すことができる。また，比例の特徴を用いて問題を解決することができる。

 関 
ともなって変わる2つの数量の関係に関心をもち，進んで調べようとする。

 考 
・比例や反比例の関係にある2つの数量の関係を表，式，グラフに表しその特徴をまとめたり，説明したりすることができる。


・２つの数量が比例関係にあることを見いだし，比例の考え方を活用して，問題を解決することができる。

 技 
比例や反比例の関係にある2つの数量の関係を表，式，グラフに表すことができる。

 知 
比例や反比例の意味，性質，式，グラフなどについて理解する。
	小単元
	時
	学習内容
	主な評価規準例

	1　いろいろな変わり方
（ eq \o\ac(●,教)p.118〜119）
	1
	・ともなって変わる２つの数量の関係を考察する。

	 関  ともなって変わる２つの数量の関係に関心をもち，２つの数量の変化のようすを進んで調べようとしている。

	2　比例
（ eq \o\ac(●,教)p.120〜122）
	2
	・比例の定義をおさえ，xの値が1/2，1/3，1/4，……になると，yの値も同じように変化することを理解する。
	 考  比例する２つの数量の関係を調べるには，表を横に見て調べればよいことを想起し，xの値が1/2，1/3，1/4，……になるときのyの値の変化について調べている。

	
	3
	・比例の関係にある事象の表から，xの２つの値とそれに対応するyの２つの値の割合は，いつも同じであることを理解する。
	 知  比例の関係において，xの２つの値とそれに対応するyの２つの値の割合は，いつも同じであることを理解している。


	3　比例の式とグラフ
（ eq \o\ac(●,教)p.123〜126）
	4


	・yがxに比例するとき，その関係を式に表す。

	 考  比例する２つの数量の関係を表した表を縦に見て，２つの数量の対応関係を調べ，式に表している。
 知  yがxに比例するとき，y÷xの値は一定になることや，y＝決まった数×ｘと表せることを理解している。

	
	5
	・比例する２つの数量の関係をグラフに表し，その特徴をとらえる。
	 技  比例する２つの数量の関係をグラフに表すことができる。
 知  比例のグラフの特徴を理解している。

	4　比例を使ってみよう
（ eq \o\ac(●,教)p.127）
	6
	・比例の性質を活用して，比例の関係にある問題を解決する。

	 考  ２つの数量が比例関係にあることに気づき，比例の性質を活用して問題解決している。

	練習
（ eq \o\ac(●,教)p.128）
	7
	・基本的な学習内容に習熟し，それを活用する。

	 技  ２つの数量の変わり方に着目し，比例関係を見いだすことができる。また，比例する２つの数量の関係を，表や式やグラフに表すことができる。

	5　反比例
（ eq \o\ac(●,教)p.129〜131）
	8

9
	・ともなって変わる２つの数量の関係を考察し，反比例の定義を理解する。

	 関  反比例する２つの数量の関係を考察し，２つの数量の変化のようすを進んで調べようとしている。
 知 「反比例」の定義や性質，比例の性質との違いを理解している。

	6　反比例の式とグラフ
（ eq \o\ac(●,教)p.132〜134）
	10
	・yがxに反比例するとき，その関係を式に表す。

	 考  反比例する２つの数量の関係を表した表を縦に見て，２つの数量の対応関係を調べている。
 知  yがxに反比例するとき，x×yの値は一定になることを理解している。また，y＝決まった数÷ｘと表せることや比例の式との違いを理解している。

	
	11
	・反比例する２つの数量の関係をグラフに表し，その特徴をとらえる。

	 技  反比例する２つの数量の関係をグラフに表すことができる。
 知  反比例のグラフの特徴や比例のグラフとの違いを理解している。

	まとめの練習
（ eq \o\ac(●,教)p.135〜136）
	12
	・基本的な学習内容を理解しているか確認し，それに習熟する。

	 技  ２量の関係について，比例か反比例かを判断することができる。また，比例や反比例の関係を式に表すことができる。
 知  比例や反比例の定義，性質，グラフについて理解している。

	◆山の高さを求めよう
（ eq \o\ac(●,教)p.136）
	
	◆山の高さと気温の関係を知り，それをもとに山の高さを求めることを通して，関数の考え方を深める。
	 考  比例関係に着目し，比例の考えを活用して発展的な問題を解決している。


	◇きまりを見つけて問題を解こう
（ eq \o\ac(●,教)p.137）
	13
	◇正方形を階段状に並べた図や正三角形をピラミッド状に並べた図について，その変わり方を考察する。

	 考  変化する数量を表に表し，関係をとらえて問題を解決しようと考えている。
 技  変化する２つの数量を表に表したり，２つの数量の関係を式に表したりすることができる。

	
	
	
	

	◇点字で数を表そう
（ eq \o\ac(●,教)p.138）
	1
	◇点字による数の表し方を知り，数の表し方に対する興味・関心を高める。

	 関  点字の構成に着目して，点字のしくみについて興味をもって調べている。
 技  点字のしくみや表し方を知り，点字で表された数を読んだり，点字で数を表したりできる。


	■　　12　およその形と面積　（指導時期　12月・３時間）


	単元の目標


　求積公式がすぐには適用できない曲線を含む形の求積に対して，基本である方眼をもとにおよその面積を求めたり，求積可能な図形に見立てておよその面積を求めたりすることができる。

 関 
そのままでは求積公式を適用して面積を求めることができない図形について，方眼をひいたり求積可能な図形とみたりしておよその面積を求めようとする。

 考 
曲線を含む形のおよその面積について，方眼をひいて求めたり，求積可能な図形とみて求めたりする工夫を考えることができる。

 技 
曲線を含む形のおよその面積を，方眼をひいたり求積可能な図形とみて求積公式を適用したりして求めることができる。

 知 
曲線を含む形のおよその面積の求め方を理解する。

	小単元
	時
	学習内容
	主な評価規準例

	1　およその形と面積
（ eq \o\ac(●,教)p.139〜141）
	1
	・曲線を含む形のおよその面積は，方眼のます目をもとに求めたり，求積可能な図形とみて求積公式を適用して求めたりする方法があることを理解し，求める。
	 考  曲線を含む形のおよその面積の求め方を，既習経験をもとに考え，説明している。
 知  曲線を含む形のおよその面積の求め方には，方眼のます目を数える方法と，求積可能な図形とみる方法とがあることを理解している。

	
	2
	・曲線を含むいろいろな形のおよその面積を，方眼のます目を数えたり求積可能な図形とみたりして求める。
	 技  曲線を含むいろいろな形のおよその面積を，方眼のます目を数えたり，求積可能な図形とみたりして求めることができる。

	◇身のまわりのもののおよその面積
（ eq \o\ac(●,教)p.141）
	3
	◇既習の内容を活用して，身のまわりにあるもののおよその面積を求める。
	 関  身のまわりのいろいろなもののおよその面積を，既習の内容を活用して調べようとしている。

	
	
	
	

	復習４
（ eq \o\ac(●,教)p.142）
	1
	・復習問題に取り組み，既習事項の理解を確実にする。
	


	■　　13　資料の調べ方　（指導時期　１月・９時間）


	単元の目標


　資料の特徴を調べる方法として，代表値としての平均，度数分布表，柱状グラフについて理解し，それらを用いて，資料を整理したり，資料の特徴を読み取ったりすることができる。

 関 
身のまわりの事象を平均や散らばりの観点でとらえ，集団の傾向や特徴を考察しようとする。

 考 
資料の散らばりを表した度数分布表や柱状グラフを見て，資料の特徴を考察し，説明することができる。

 技 
資料を度数分布表や柱状グラフに表したり，度数分布表や柱状グラフに表されたものを読んだりすることができる。

 知 
・代表値としての平均の意味や，度数分布表，柱状グラフの表し方，読み方がわかる。


・
「のべ」の意味や使い方を理解する。

	小単元
	時
	学習内容
	主な評価規準例

	1　資料の整理
（ eq \o\ac(●,教)p.143〜146）
	1
	・２つのクラスのソフトボール投げの結果を比べ，代表値としての平均の意味を理解する。

	 関  ２つのクラスのどちらの記録がよいといえるか，観点を見つけて比べようとしている。
 考  ２つのクラスの記録をもとに，比べ方を考え，説明している。
 知  ある集団を代表する値として平均が使われることを理解している。

	
	2
	・記録がどのように散らばっているかを数直線で調べる。
	 知  集団の特徴をつかむには，資料の散らばりを調べればよいことを理解している。

	
	3
	・数直線に表した記録を，度数分布表に表す。
	 技  資料を度数分布表に整理したり，それを読んだりすることができる。
 知  度数分布表の意味と読み方，表し方を理解している。

	2　柱状グラフ
（ eq \o\ac(●,教)p.147〜148）
	4
	・「柱状グラフ」について知り，ソフトボール投げの記録の柱状グラフを読んだり，柱状グラフをかいたりする。
	 技  度数分布表を柱状グラフに表すことができる。
 知 「柱状グラフ」の用語とその意味，及び読み方や表し方を理解している。

	
	5
	・クラスの人の通学時間を調べ，度数分布表や柱状グラフに整理する。また，それらからクラスの通学時間の特徴を読み取る。

	 関  通学時間の傾向に関心をもち，度数分布表や柱状グラフに表して調べようとしている。
 考  資料の傾向を度数分布表や柱状グラフに表して考察している。

	3　のべ
（ eq \o\ac(●,教)p.149）
	6
	・清掃ボランティアに参加したＡ，Ｂグループの人数を調べ，「のべ」の意味を知る。
	 知  「のべ」の意味を理解している。


	4　グラフの工夫
（ eq \o\ac(●,教)p.150）
◇いろいろなグラフ
（ eq \o\ac(●,教)p.151）
	7
	・男女別年齢別人口を表したグラフを読み取る。
◇ドーナツグラフやレーダーチャートの見方を理解する。
	 考  人口ピラミッドを表すグラフやドーナツグラフなどをもとにして，グラフの工夫や資料の特徴について説明している。


	まとめの練習
（ eq \o\ac(●,教)p.152〜153）

	8
	・基本的な学習内容を理解しているか確認し，それに習熟する。

	 技  資料を度数分布表や柱状グラフに整理することができる。また，平均を使って，２つの記録を比較することができる。

	◇（読みとって考えよう）どの選手を選べばいいかな
（ eq \o\ac(●,教)p.153）
	9
	◇記録のよしあしは，平均，最大値などいろいろな指標から判断できることを理解する。

	 考  場面や資料に基づいて，代表を選ぶ根拠を明確にし，説明している。


	◆一部のようすと全体のようす
（ eq \o\ac(●,教)p.154〜155）
	
	◆割合の考え方を活用して，ある資料の一部分を取り出して調べると，全体のようすがわかることがあることを理解する。
	 技  一部の資料から全体のようすを予想することができる。
 知  一部の資料から全体のようすを予想できることを理解している。

	◆手紙の重さと料金
（ eq \o\ac(●,教)p.156）
	
	◆荷物の重さと料金の関係について，階段グラフを読み取ったり，階段グラフに表したりする。
	 考  既習の様々なグラフの理解をもとに，階段関数のグラフの特徴に気づき，読み取ることができる。


	■　　14　量の単位　（指導時期　１月〜2月・４時間）


	単元の目標


　既習の長さ，体積，重さなどの単位について，メートル法のしくみを理解する。

 関 
身のまわりで使われている量の単位を見つけたり，基にする単位についている接頭語の意味について考えようとしたりする。

 考 
量を表す単位についている接頭語の意味について考えたり，面積や体積の単位の関係を論理的に説明したりすることができる。

 技 
量についての単位換算ができる。

 知 
量を表す単位の接頭語の意味や，面積，体積の単位の関係を理解する。

	小単元
	時
	学習内容
	主な評価規準例

	1　単位のしくみ
（ eq \o\ac(●,教)p.157〜159）
	1
	〔アプローチ〕
今までに学習した量の単位を思い出し，単位についている文字の意味について考えていく本単元の学習の見通しをもつ。
	 関  長さや重さ，かさの単位記号のしくみに興味をもち，関係を考えようとしている。
 技 「キロ（k）」や「ミリ（m）」の意味をもとに，単位換算をすることができる。

	
	
	・基にする単位に「キロ（k）」や「ミリ（m）」がつくと，大きさはどうなるかを理解する。
	 知  量を表す単位につく「キロ（k）」「ミリ（m）」のもつ意味を理解している。また，重さの単位「mg」の意味や大きさを理解している。

	2　長さと面積，体積の単位の関係
（ eq \o\ac(●,教)p.160〜163）
	2
	・長さを表す単位と面積を表す単位の関係を理解し，単位換算する。

	 考  面積を表す単位の関係を，正方形の１辺の長さをもとに考え，説明している。
 技  面積について単位換算をすることができる。
 知  長さを表す単位と面積を表す単位の関係を理解している。

	
	3
	・長さを表す単位と体積を表す単位の関係を理解し，単位換算する。また，今まで学習した単位とその関係をまとめる。

	 考  体積を表す単位の関係を，立方体の１辺の長さをもとに考え，説明している。
 技  体積について単位換算をすることができる。
 知  長さを表す単位と体積を表す単位の関係を理解している。また，体積の単位「kL」の意味や大きさを理解している。



	まとめの練習
（ eq \o\ac(●,教)p.164）
	4
	・基本的な学習内容を理解しているか確認し，それに習熟する。
	 技  量についての単位換算ができる。


	◇いろいろな単位を調べよう
（ eq \o\ac(●,教)p.164）
	
	◇身のまわりで使われている単位や，海外で使われている単位などを調べる。

	

	
	
	
	

	◇（図を使って考えよう）何枚になるかな
（ eq \o\ac(●,教)p.165）
	1
	◇姉と妹のシールの枚数の比の関係を図に表し，妹の枚数を求める。

	 考  問題場面を線分図に表すことで，立式について考えることができる。
 技  問題場面を線分図に表し，立式することができる。

	
	
	
	

	６年間のまとめ
（ eq \o\ac(●,教)p.166〜178）

	1

〜
6
	・６年間の復習問題に取り組み，既習事項の理解を確実にする。

	 関  算数の学習で学んだ事柄が身についているかどうか進んで確認しようとしている。
 考  既習事項をもとに問題の解決方法を考えている。
 技  既習の数と計算，量と測定，図形，数量関係に関する問題の解決ができる。
 知  既習の数と計算，量と測定，図形，数量関係に関する基礎的事項を理解している。

	
	
	
	

	わくわく算数
ミュージアム
（ eq \o\ac(●,教)p.179〜200）
	1

〜
10
	・既習事項を用いて解決できる興味深い問題を解くことにより，算数の学習のおもしろさに触れ，興味・関心や数学的な考え方をより深める。

	 関  ゲームやパズルなど算数に関連した問題を進んで解決しようとしている。
 考  既習事項をもとに，問題の解決方法を筋道をたてて考えている。
 技  数量の関係を式・図・グラフなどに表し，既習事項を使って問題を解決することができる。
 知  筋道をたてて順序よく考えていくことの大切さを理解している。

	
	
	
	

	数学の世界へ
（ eq \o\ac(●,教)p.201〜207）
	
	・様々な問題や活動を通して，数学の学習の素地をつくり，数学への興味・関心を高める。
	 関  算数と数学との関連や，数学で学習する内容について興味・関心をもっている。
 考  数学への素地をつくる問題について，既習事項をもとに解決方法を考えたり，活動に取り組んだりしている。
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